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１ 策定の趣旨 
   

日光市教育施策の大綱（以下「大綱」という。）は、平成２７年４月１日に改正された

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３第１項の規定に基づき、当市

の教育、学術、文化等の振興に関する施策について、その目標や施策の根本となる方針

を定めるものです。 

また、この大綱は、教育行政に関する市民の意向をより一層反映させるため、同法第 

１条の４第１項に定める市長と教育委員会で構成する「総合教育会議」において協議・ 

調整した上で策定します。 

 

 

２ 策定にあたっての考え方 

 

 大綱の策定にあたっては、まちづくりの総合的指針である第２次日光市総合計画後期

基本計画（令和４年度～令和７年度）に掲げた、４つの教育分野に関する施策の目標を

大綱の基本目標とします。 

 

 

３ 大綱の計画期間 

 

 この大綱の計画期間は、令和４年度から令和７年度までの４年間とします。 
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４ 大綱の基本目標と施策の方向性 

 

基本目標 １  

 

『生涯にわたり主体的に学ぶ人づくり・学びの循環による地域づくり』    

 

 

<施策の方向性> 

 

・生涯学習を推進するため、様々な媒体を通じて広く生涯学習情報の提供に努めると

ともに、公民館活動などを通じて、市民のニーズに応じた学習内容や学習機会を提

供します。 

 

・社会教育関係団体や自主的なグループ、サークル等の育成・支援を行うとともに、

生涯学習に関する指導者の発掘、養成を推進します。 

 

・地域・家庭・学校・公民館が、各々の特徴を生かして連携することで、家庭教育や 

青少年育成、学校支援を推進し、地域の担い手を育成します。さらに、この取組を

企業や福祉団体など地域を支える団体等に波及させることで、地域が抱える課題を

協力して解決できる地域コミュニティを形成し、持続可能な社会づくりを推進しま

す。 

 

・郷土芸能や伝統行事など、地域の伝統文化の後継者育成を支援するとともに、伝統

行事等の保存団体や文化協会をはじめとした市民文化団体の活動を支援します。 

 

・生涯学習や文化活動を実践する場を将来にわたり確保するため、利用状況や老朽化

が進む文化施設のあり方等を踏まえ、施設の長寿命化や適正配置を進めます。     
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基本目標 ２ 

 

『人や地域とつながり、活力ある未来を創造する児童生徒の育成』   

 

 

 <施策の方向性>

 

・「生きる力」を育むために、義務教育９年間を通じて、基礎的な知識・技能の習得と

思考力・判断力・表現力を育む学習活動の充実、道徳教育や体育・食育の充実を図り

ます。 

 

・Society5.0 の時代に対応できる児童生徒を育成するために、ＩＣＴを活用した学習

環境をさらに充実させ、情報活用能力や問題発見・解決能力などの学習の基盤とな

る資質・能力を高める教育を推進します。 

 

・障がいがある児童生徒の自立や主体的な取組を支援するため、一人ひとりの多様な

ニーズを踏まえた、柔軟な指導体制の充実を図ります。 

 

・不登校などの児童生徒の個々の状況に応じた適切な対応を図るため、教育支援セン

ターが中心となって、教育機会の確保、様々な教育課題の解決に向けた支援、教育

相談体制の充実を図ります。 

 

・教職員のマネジメント能力を高めるため、教育の質的向上を目指した教職員の研修

機会の充実や、業務の効率化・適正化などによる学校の働き方改革など、教職員一

人ひとりが力を発揮できる環境整備を推進します。 

 

・児童生徒にとって、より良い教育環境を将来にわたって持続的に提供することがで

きるよう、小中学校適正配置の検討や施設の長寿命化改修等を進めます。 
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基本目標 ３ 

 

『文化財の保存と有効活用の推進』   

 

 

 <施策の方向性>

 

・次世代に受け継がれていくべき文化財や伝統技術を継承し、適切に保護・保存して

いくため、文化財の所有者や関係機関との連携を図るとともに、考古・歴史・民俗な

どの専門的知識や技能を持った人材の育成や登用を進めることで体制を確保しま

す。 

 

・文化財を小中学校や社会教育の教材として活用するなど、広く普及を図るとともに、

調査研究の成果をまとめた出版物や企画展の開催、文化財の活用による地域の魅力

向上につながる取組を推進します。 
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基本目標 ４ 

『スポーツを通じて育む豊かなくらし』 

 

 

<施策の方向性>

 

・健康増進や体力の向上を目的とする身近なスポーツの環境づくりを進めるため、各

ライフステージや目的に応じ、総合型地域スポーツクラブをはじめとする関係団体

との連携や他分野との協調を図ります。 

 

・児童生徒が主体的にスポーツ活動に取り組めるよう、学校、家庭、地域がそれぞれ

連携を強化することで、活動の機会の提供や人材の確保を図ります。 

 

・日光市の特色あるスポーツであるホッケーやスケート競技をはじめとする、競技ス

ポーツを推進するため、関係団体と連携し、競技力向上に向けた体制の充実を図る

とともに、指導者の育成を支援します。 

 

・市民がいつでも、いつまでも、スポーツを楽しめるよう、利用状況や老朽化が進む

施設のあり方を踏まえ、施設の計画的な改修などを実施するなど、市民が利用しや

すい環境づくりを進めます。 

 

 


